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特集 令和６年能登半島地震

受け継ぐ使命、伝えたい想い
2024 年１⽉１⽇ 16 時 10 分に石川県の能登半島で発⽣した⼤地震。輪島
市や珠洲市など多くの地域で震度７や６強の揺れを観測し、石川県の住家
被害は 8,053 棟が全壊、16,746 棟が半壊したほか、⽔道や道路も甚大な被
害を受けました。当社は被災した地域の⽅々の暮らしを 1 ⽇でも早く取り
戻すため、発災直後に各部門から専任された若手メンバーを主軸にした「能
登震災プロジェクト室」を発足。現地での情報収集に加え、必要な資材の調
達と搬出に向けて準備を進めたことで、応急仮設住宅の建設を迅速にスター
トすることができました。今回の特集では震災支援に携わったメンバーや
協⼒会社様、関係者が支援を通して考えたこと、そしてこれから起こりうる
⼤規模災害に向けて得られた学びを紹介します。

#1234
※ 2024 年 7 月 19 日現在

※大和ハウス工業担当

出典：内閣府 防災情報のページ「令和６年能登半島地震による被害状況等について（令和６年６月 25 日 14：00 現在）」

大和ハウスグループ 応急仮設住宅 建設実績（世帯）

11 ファミイ駐車場 16 世帯
12 シンザン跡地 142 世帯
13 農村ふれあい広場横・河原田公民館奥 39 世帯
14 住吉公民館道路向い民地 11 世帯
15 門前グラウンドゴルフ場 279 世帯
16 ふれあい工房阿岸グラウンド 34 世帯
17 ななかクリーンセンター 28 世帯
18 七尾市上下水道課所有地 25 世帯
19 とぎ第 2 団地 65 世帯

1 みさき小学校グラウンド 50 世帯
2 三崎中学校グラウンド※ 60 世帯
3 多目的広場 117 世帯
4 見附ドーム駐車場 43 世帯
5 松波港町用地 22 世帯
6 のとスポーツピアッツア※ 123 世帯
7 健康ふれあい広場 39 世帯
8 輪島港 67 世帯
9 農村ふれあい広場 30 世帯
10 河原田小学校グラウンド※ 44 世帯
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特集 令和６年能登半島地震

様

一般社団法人プレハブ建築協会へ出向
（左から）

 さん

 さん

 さん

 さん

異例の短期間で着工

#12
今回の地震は、M7.6 の規模を記録し、北海道から九州に

かけて震度６強〜１を観測しました。
当社でも、ただちに従業員の安否確認が始まり、会⻑、社

⻑、役員が連絡を取り合って対応を協議。そして、翌⽇の２
日には本社に集結して各地への連絡や指⽰を発信しました。
被災された⽅々が安⼼できる暮らしを１⽇でも早く取り戻
せるよう、応急仮設住宅の最短着⼯可能⽇を発災 1 週間後
の８⽇と定め、速やかに準備を進めました。初動対応に駆け
つけたメンバーが迅速に現地調査を行い、デポ・⼯場が部材
の出荷体制を整えたことで、県からの要請を受けてすぐの
１月 12 日に着工しました。

初動

1月12日に60戸の着工を報じた2024年1月6日付 
北國新聞朝刊１面の紙面。

ムービングオフィ
スを活用して、現
地と事務所がタイ
ムリーに連携

1月1日午後8
時のチャット
画面。協力会
社様の安否確
認報告や、初
期対応を協議

珠洲市みさき小学校には DX 推進山本さん、角さん、
名古屋設計西山さん、大阪設計福森さんが向かった

輪島市農村ふれあい広場には設計推進久保居さん、
澤田さん、中部設備倉本さん、DX 推進友国さんが
向かった

発災から着工までの日数

発災

体制構築

第一陣稼働 環境整備

プレハブ建築協会 石川県

1 日（月）
社長はじめ、役員間で連絡を取り合い翌
日以降の動きを調整

2 日（火）
技術系の役員が集結し初動対応を協議

3 日（水）
金沢支店長が、事務所の片付けや営業車
の燃料補給等、初動対応の準備・フォロー

4 日（木）
石川県と初回面談
役員より各部門の責任者へ初動を指示、
工事部門のエリア統括部長 7 名に体制構築
を指示
旅行会社を通じて宿泊施設の確保
建設機械レンタル会社に発電機や給水機
を手配、工事機材を調達

5 日（金）
全国から設計、DX 推進を皮切りに、工事、
営業、管理のメンバーが続々と集結
発災１週間後の 8 日を着工目標として決定

6 日（土）
現地調査に向け、道路やインフラの寸断
を想定し、キャンプ用品を購入
トイレが使えないことも想定し、簡易ト
イレやバケツも用意

7 日（日）
早朝 5 時、真っ暗で極寒の中、防災用品・
キャンプグッズ等を詰め込み、応急仮設
住宅建設候補地である珠洲市みさき小
学校、輪島市農村ふれあい広場の現地調
査へ出発
5 〜 6 時間かけて現地入りし、建設候補地
の現地調査、測量を開始

石
川
県
で
は
各
市
町
の
要
望
に
基
づ
き
、

被
災
さ
れ
た
方
々
の
応
急
仮
設
住
宅
の
建

設
を
８
月
中
に
完
了
さ
せ
る
こ
と
を
目
指

し
て
い
ま
す
。
応
急
仮
設
住
宅
の
原
資
は

税
金
で
あ
る
た
め
、
断
熱
性
な
ど
必
要
な

性
能
を
備
え
な
が
ら
、
一
方
で
コ
ス
ト
の

低
減
を
図
る
こ
と
も
欠
か
せ
ま
せ
ん
。
そ

ん
な
中
、
今
回
は
多
く
の
高
齢
者
が
被
災

さ
れ
て
い
る
た
め
、
国
と
協
議
し
て
予
算

を
確
保
し
ス
ロ
ー
プ
な
ど
全
戸
の
バ
リ
ア

フ
リ
ー
化
を
実
現
で
き
ま
し
た
。
被
災
し

た
各
市
町
か
ら
は
「
一
日
で
も
早
く
住
民

に
住
宅
を
提
供
し
た
い
」「
限
ら
れ
た
コ
ス

ト
と
敷
地
内
で
で
き
る
だ
け
住
戸
数
を
増

や
し
て
ほ
し
い
」
な
ど
切
実
な
要
望
が
数

多
く
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
が
、
山
間
部
が
多

く
、
応
急
仮
設
住
宅
を
建
て
る
た
め
の
適

し
た
土
地
が
少
な
い
中
で
、
各
メ
ー
カ
ー

は
さ
ま
ざ
ま
な
工
夫
を
凝
ら
し
、
迅
速
に

工
事
を
進
め
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
時
に

厳
し
い
交
渉
と
な
る
中
で
も
、
大
和
リ
ー

ス
さ
ん
は
、
で
き
る
こ
と
、
で
き
な
い
こ

と
を
根
拠
を
持
っ
て
明
確
に
示
し
な
が
ら
、

私
た
ち
の
パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
て
最
後
ま
で

誠
実
に
対
応
し
て
く
だ
さ
っ
た
姿
勢
が
印

象
に
残
っ
て
い
ま
す
。

いつ起きるか分からない災害のために自治体との関係強化は必須 自治体の切実な要望に真
し ん し

摯に対応してくれたパートナー

8 日（月）
現地調査をもとにプレハブ建築協会と
打合せ、数ヶ所の候補地で建設が可能と
判断、県との協議・交渉を開始

9 日（火）〜
調査結果、配置図を県に提出し建設地が
確定

12 日（金）
着工

被災地に隣接する拠点の確保
ムービングオフィスの招集を指示

1
月
4
日
に
石
川
県
庁
を
訪
問
し
、
応
急

仮
設
住
宅
建
設
に
向
け
た
協
議
を
開
始
し

ま
し
た
。
私
（

）
と

さ
ん
は
、
普

段
か
ら
プ
レ
ハ
ブ
建
築
協
会
の
仕
事
に
も

携
わ
っ
て
い
ま
す
が
、

さ
ん
と

さ
ん
は
発
災
後
に
出
向
が
決
定
し
協
会
の

仕
事
に
従
事
し
て
く
れ
て
い
ま
す
。
わ
れ

わ
れ
は
、
1
月
9
日
に
設
置
さ
れ
た
現
地

建
設
本
部
に
他
の
会
員
会
社
と
共
に
常
駐

し
、
石
川
県
と
の
応
急
仮
設
住
宅
の
仕
様

の
検
討
、
建
設
候
補
地
の
調
査
、
石
川
県

か
ら
の
建
設
要
請
に
基
づ
く
会
員
会
社

の
斡
旋
を
行
い
ま
し
た
。
発
災
か
ら
1
ヶ

月
間
は
石
川
県
や
会
員
会
社
、
関
係
機
関

と
の
協
議
・
調
整
な
ど
で
大
変
で
し
た
が
、

過
去
の
経
験
と
多
く
の
方
の
協
力
で
軌
道

に
乗
せ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
災
害
復

興
に
携
わ
る
度
に
、
い
つ
起
き
る
か
分
か

ら
な
い
災
害
時
の
応
急
仮
設
住
宅
建
設
に

備
え
て
都
道
府
県
と
の
意
見
交
換
や
事
前

準
備
・
模
擬
訓
練
、
各
種
講
演
へ
の
協
力

な
ど
平
常
時
の
備
え
が
と
て
も
大
切
だ
と

感
じ
て
い
ま
す
。

※
応
募
仮
設
住
宅
建
設
ま
で
の
流
れ
は
D
A
S
H
・

n
e
t
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
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10 名

工事 5 名 ／設計 4 名
生産 1 名 

中国・四国エリア

能登震災プロジェクト
全社一体での取り組み

#2397
応急仮設住宅の建設に特化した能登震災プロジェクトは、将来の

⼤規模災害に備えるために「若いチームで」という方針のもと、若⼿
を中心とする全国から集められたメンバーで結成。一方、派遣された
メンバーが在籍する全国の事業所では残ったメンバーが業務を引き
継ぎ、通常どおりの活動がスタートしました。現地での活動に参画し
たプロジェクトメンバーと、派遣された方々の業務を引き受けて事
業所運営に当たったメンバー、当社の従業員 2,397 名が一体となっ
て挑んだ全社的な活動となりました。

震災プロジェクト

能登震災プロジェクト室

大和リースの従業員数

発
災
直
後
か
ら
の
一
致
団
結
と

迅
速
な
行
動
は
、
当
社
の
従
業
員
が

共
有
す
る
使
命
感
に
よ
る
も
の
だ

と
考
え
て
い
ま
す
。
身
近
な
上
司
・

先
輩
の
姿
勢
や
日
頃
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
通
じ
て
受
け
継
が

れ
て
い
る
災
害
支
援
に
対
す
る
使

命
感
が
、
緊
急
時
に
生
か
さ
れ
て
い

る
こ
と
を
あ
ら
た
め
て
実
感
し
ま

し
た
。
災
害
対
応
の
経
験
が
な
い
メ

ン
バ
ー
を
選
出
し
た
の
も
非
常
時
で

の
経
験
を
積
み
、
そ
の
姿
を
次
の
世

代
に
見
て
も
ら
い
た
か
っ
た
か
ら
。

ま
さ
に
当
社
の
企
業
理
念
で
あ
る

「
事
業
を
通
じ
て
人
を
育
て
る
」
の

実
践
と
い
え
ま
す
。

社
内
で
最
初
の
現
場
の
着
工
目
標

日
を
、
発
災
１
週
間
後
の
１
月
８
日

に
設
定
。
一
丸
と
な
っ
て
準
備
し
、

県
か
ら
依
頼
を
受
け
て
12
日
に
着
工

し
ま
し
た
。
ス
ピ
ー
ド
に
加
え
て
重

視
し
た
の
は
、
労
働
環
境
と
働
き
方

の
改
善
。
交
通
イ
ン
フ
ラ
の
被
害
も

大
き
く
、
現
場
ま
で
5
時
間
か
ら

6
時
間
か
か
る
中
、
移
動
中
の
事
故

を
防
ぐ
た
め
に
バ
ス
な
ど
を
チ
ャ
ー

タ
ー
す
る
よ
う
に
、
と
い
う
社
長
の

指
示
も
あ
り
、
現
在
ま
で
通
勤
災
害

は
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
当
初
の
想

定
の
５
倍
も
の
応
急
仮
設
住
宅
の

建
設
を
担
当
す
る
こ
と
に
な
っ
た

た
め
、
47
都
道
府
県
の
工
事
責
任
者

を
シ
フ
ト
制
で
現
地
に
派
遣
。
休
み

の
確
保
だ
け
で
な
く
技
術
を
若
手

に
伝
え
る
機
会
に
も
な
り
、
工
事
担

当
者
に
と
っ
て
何
よ
り
重
要
な
安

全
、
品
質
、
工
期
を
守
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

災
害
対
応
に
力
を
尽
く
し
た
の
は

現
地
に
派
遣
さ
れ
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

メ
ン
バ
ー
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

事
業
所
に
残
り
、
人
員
減
の
中
、
平

時
と
変
わ
ら
な
い
業
務
を
全
う
し
た

従
業
員
た
ち
も
ま
た
並
々
な
ら
ぬ
苦

労
が
あ
っ
た
は
ず
で
す
。
い
わ
ば
大

和
リ
ー
ス
の
全
員
が
総
力
を
挙
げ
て

復
興
（
災
害
）
支
援
に
挑
ん
だ
と
い

え
ま
す
。
震
災
か
ら
半
年
た
っ
た
今
、

皆
さ
ん
を
労
い
た
い
と
い
う
気
持
ち

で
い
っ
ぱ
い
で
す
。

原
動
力
は
、

突
き
動
か
さ
れ
る
使
命
感

さん

石川県との交渉や市町村との打合せ、現
場の調整を担当。県との金額交渉では根
拠の提示に大変苦労しましたが、各部署
のメンバーと知恵を出し合い、県と信頼
関係を築き契約合意できました。普段関
わりのない PJ メンバーとのやり取りを
通じて、自身の成長に繋がる経験ができ
たと感じています。

市町村との協議や応急仮設住宅の引き渡
し、入居者対応を担当。関係各所と一つ
の方向を向き全力で取り組んだこと、入
居者の方と最も近い距離で仕事をさせて
いただいたことで、価値観や姿勢が大き
く変わりました。今後も能登の復興のた
めに何ができるかを考え、行動していき
たいです。

工事管理として PJ に配属されましたが、
実際は人事・総務・設計管理など経験し
たことのない業務も多く苦労しました。
多くの方にご指導いただきながら取り組
むことができました。今後も積極的に新
しい業務を経験し学び、どの分野でも活
躍できる存在になれるように行動したい
と思います。

管理責任者として赴任した中で協力会社
様の宿泊先確保に苦労しました。工程に
大きく影響するため、一施設を丸ごと借
り上げたり、複数の旅行会社を通して宿
泊枠を長期取得しました。全国の管理責
任者の方々からのアドバイスや熊本地震
を経験された方々からの温かいメッセー
ジに感謝しています。

経理業務と宿泊手配を担当。現場近く
の宿泊先はインフラが止まり、金沢市
内は他の復興会社や旅行客が多い中、旅
行会社や宿泊施設と交渉し、宿泊先確保
に努めました。応急仮設住宅に入居され
た方を見たとき、自分たちの仕事が役に
立っていると感じ、より頑張ろうと思え
ました。

営業・管理メンバー

8 名

工事 4 名 ／設計 4 名

北海道・東北エリア

6 名

工事 2 名 ／設計 1 名
営業 2 名 ／管理 1 名

北陸・信越エリア

15 名

工事 7 名 ／設計 4 名
営業 1 名 ／管理 3 名

中部エリア

25 名

工事 9 名 ／設計 6 名
生産 3 名 ／営業 6 名
管理 1 名

関東エリア

45 名

工事 4 名 ／設計 22 名
生産 9 名 ／営業 1 名
管理 9 名

近畿エリア

9 名

工事 3 名 ／設計 4 名
生産 1 名 ／営業 1 名

九州・沖縄エリア

さんさん

さん

さん

さん

能登震災プロジェクト室の業務は主に、プレハブ建築協会（以下、プレ協）から、応急仮設住宅の設計や
建設の要請を受け、建設候補地の測量、配置図の設計、配置計画の⽴案やコストなどを算出し、それらを
基に県との協議や交渉、⼯事の実施・管理を⾏うものです。候補地ごとに計画された⼾数を引き渡すまで
の責任を果たすことが、チーム共通の⽬標であり使命です。震災対応は不確実性が⾼いため、予想もしな
い多くの問題が毎日発⽣しました。それでもチームの⼠気は発⾜当初から⾼く、部⾨の垣根を越えて意
⾒を交わしました。ともに解決策を出し合える関係を築けたことは、貴重な経験と財産になりました。 さん

士気が高いチームで
数々の難題を乗り越えました

応援に駆けつけた118名

※派遣・異動など人事発令が出た人の数
※事業所移動のない人も含む
※ 2024 年 7 月 1 日現在応急仮設住宅建設に特化した臨時プロジェクト

（コメント内では PJ と表記しています）

※ 2024 年 5 月 31 日現在
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特集 令和６年能登半島地震

現地調査の第一陣が出発した 1 月 7 日は、
みぞれ混じりの極寒。分厚い雲の影響で
衛星からの信号を受信できず、GNSS 測
量は中止し、従
来 通 り の 手 作
業 に よ る 測 量
が 行 わ れ た そ
うです。

現
場
か
ら
現
場
へ
、
週
単
位
で
対
応

#7
設
計
の
体
制
は
意
匠
設
計
５
名
、

設
備
設
計
４
名
の
９
名
で
、
１
月
６

日
か
ら
金
沢
支
店
で
活
動
を
ス
タ
ー

ト
し
ま
し
た
。
初
期
の
業
務
は
プ
レ

協
か
ら
依
頼
さ
れ
る
応
急
仮
設
住
宅

の
建
設
候
補
地
の
調
査
を
す
る
こ
と
。

発
災
か
ら
３
ヶ
⽉
間
は
調
査
と
図
面

作
成
の
繰
り
返
し
で
、体
⼒
的
に
も
精

神
的
に
も
疲
弊
し
て
い
き
ま
し
た
。そ

ん
な
中
で
全
国
か
ら
週
替
わ
り
で
応

援
に
来
て
く
れ
た
設
計
の
責
任
者
や

チ
ー
ム
リ
ー
ダ
ー
の
方
々
の
サ
ポ
ー

ト
に
は
本
当
に
感
謝
し
て
い
ま
す
。

今
回
の
調
査
か
ら
着
工
ま
で
の
設

計
フ
ロ
ー
で
は
、
B
I
M
※
１
を
は

じ
め
と
す
る
デ
ジ
タ
ル
技
術
を
積
極

的
に
活
用
し
た
こ
と
で
、
1
件
あ
た

り
7
日
と
い
う
短
期
間
で
の
業
務
完

了
を
実
現
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
例
え
ば
建
設
候
補
地
に
現
地
調

査
に
行
っ
た
メ
ン
バ
ー
が
、
測
量
し

た
デ
ー
タ
を
そ
の
場
で
事
務
所
の
待

機
チ
ー
ム
に
送
る
こ
と
で
、
調
査
当

日
中
に
配
置
図
や
報
告
書
を
作
成
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
専
門
知
識

が
な
く
て
も
高
い
精
度
で
測
量
可
能

な
G
N
S
S
測
量
※
２
を
採
用
し
た

こ
と
も
有
効
で
し
た
。

ま
た
、
今
回
の
地
震
で
は
周
辺
の

コ
ン
ク
リ
ー
ト
プ
ラ
ン
ト
が
被
災
し

た
こ
と
も
あ
り
、
基
礎
は
H
型
鋼
お

設計

要請１件あたりの業務完了までの日数

さん

使用できなかったデジタルツール!?
※ 1：BIMとは、Building Information Modeling（ビルディ

ング インフォメーション モデリング）の略でコンピュー
ター上に作成した 3 次元の建物のデジタルモデルに、コ
ストや仕上げ、管理情報などの属性データを追加した建
築物のデータベースを、建築の設計、施工から維持管理
までのあらゆる工程で情報活用を行うシステムのこと

※ 2：GNSS 測量とは、Global Navigation Satellite System
（全球測位衛星システム）を使用した測量方法で、複数
の測位衛星から信号を受信できるため、GPSよりも高精
度の測位が可能

※ 3：PCa（プレキャスト鉄筋コンクリート）盤とは、工場などで
あらかじめ製造されたコンクリート製の板のこと

※ 4：乾式基礎工法とは、コンクリートなど、現場で水を必要と
する材料を使わずに建築物を施工する方法

1  スマートグラスを活用した現地測量
の様子

2  スロープを設置した応急仮設住宅
（珠洲市みさき小学校）

3  コンクリートプラントの壊滅を受け H
鋼基礎で対応（志賀町とぎ第 2 団地）

4  バリアフリー対応の衛生設備機器
5  現地からタイムリーに届く測量デー

タをもとに PJ のメンバーが配置図を
作成

1

2

3 4

5

取材こぼれ話
よ
び
P
C
a
盤
※
３
を
活
用
し
た
乾

式
基
礎
工
法
※
４
を
採
用
し
ま
し
た
。

そ
の
ほ
か
に
も
入
手
困
難
な
資
材
が

多
く
計
画
段
階
か
ら
大
変
な
苦
労
を

強
い
ら
れ
る
な
ど
、数
々
の
想
定
外
の

課
題
に
直
面
し
ま
し
た
が
、メ
ン
バ
ー

全
員
の
密
な
連
携
で
乗
り
越
え
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
被
害
に
遭
わ
れ

た
方
々
に
少
し
で
も
早
く
安
全
な
住

ま
い
を
提
供
で
き
た
こ
と
は
、
大
き

な
喜
び
と
経
験
に
つ
な
が
り
ま
し
た
。

各種図面作成・現地調査・各種検査を担当。
ToDo リストを作成し、やるべきことを
確認しながら目の前の仕事に注力しまし
た。今回の経験を通して、一人でできる仕
事はなく、また人は一人では生きられな
いことを改めて実感しました。PJ で得ら
れた人とのつながりを大事にしていきた
いです。

図面作成に加え、現地調査、復旧協議、検
査を担当。通常物件と比べ着工までの期
間が短かったものの、タスクとスケジュー
ルの洗い出しと、周囲との密なコミュニ
ケーションで、スムーズに遂行すること
ができました。この経験を今後の業務に
活かしていきたいです。

他部署との調整事が多々ありましたが、
着手後の変更事項などを細かく共有す
ることで、早期に懸念事項を解消する
ことができました。また配置図作成で
は解体後の現状復旧を含んだ計画を立
てる必要があるなど PJ での仕事を通じ
て、先を見越して物件の検討を行う視
点が養われたと思います。

意匠設計チームには震災支援経験者が
おらず、年齢の若いチーム構成でしたが、
本社にサポートしていただき大和リース
としての責任感と使命感を持ってやりき
ることができました。新たな経験や学び
の機会があるので参加して良かったと感
じています。皆さん、ぜひとも挑戦して
みてください！

設備設計業務を担当。震災当初は、施工
会社がなかなか見つからず、県外の協力
会社様に声をかけて応援に来ていただ
きました。厳しい工程の中、計画の流れ
やインフラ復旧を考慮した設計に苦労
しました。多忙でしたが、それ以上のや
りがいがあったと感じています。

現地調査・図面作成から石川県による図
面承認までのスケジュールが短く大変で
したが、設計内で作業分担し、相談・協
力しながら乗り越えました。これまで他
店の方と話す機会があまりなかったので、
新たな気付きがありました。今後も何か
あれば相談したいです。

着工前の概算見積と、契約前の精算見積
の作成を担当。根拠を示す資料作成など
大変でしたが、PJ の業務は特殊なよう
で実は通常業務の延長上にあるため、常
日頃から考えて業務を行うことの重要
性を再認識しました。地区や課の枠を超
えた社内のつながりも大きな財産です。

設計メンバー

さん

さん

さんさんさん

さんさん

1 0 0 9あゆみ 2024 Aug. vol .89 あゆみ 2024 Aug. vol .89
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Q 

今
後
取
り
組
み
た
い

こ
と
は
？

スマートグラスを活用

目視による現 地の状 況を事
務所にいるメンバーとタイム
リーに共有でき、双方向での
やり取りが可能に

GNSS の活用

短時間かつ 1 人での測量が可
能に。測量データはタイムリー
に事 務 所の配 置 図 作 成メン
バーに共有される

と
自
分
が
直
接
見
て
経
験
す
る
の
と

は
ま
っ
た
く
違
い
、
身
が
引
き
締
ま

る
思
い
で
し
た
。

：
現
場
で
見
え
た
B
I
M
の
使
い

づ
ら
い
部
分
を
改
善
し
ま
す
。
現
場

の
熱
量
を
感
じ
、
当
社
は
社
会
の
役

に
立
つ
会
社
な
ん
だ
と
改
め
て
感
じ

ま
し
た
。

：
震
災
前
は
ア
プ
リ
の
性
能
面

を
軸
に
考
え
て
き
ま
し
た
。
現
場
に

入
り
、
誰
も
が
当
た
り
前
に
使
え
る

こ
と
も
同
じ
く
ら
い
重
要
だ
と
気
付

き
ま
し
た
。
非
常
時
の
現
場
で
使
え

る
も
の
は
通
常
で
も
使
え
る
も
の
、

と
い
う
観
点
で
使
い
や
す
さ
と
浸
透

性
も
重
視
し
て
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

：
私
は
小
学
生
の
時
に
神
戸
で

震
災
を
経
験
し
、
大
和
リ
ー
ス
が
建

て
た
仮
設
校
舎
で
過
ご
し
た
こ
と
を

今
で
も
鮮
明
に
覚
え
て
い
ま
す
。
今

回
の
D
X
の
取
り
組
み
で
改
善
す
べ

き
内
容
が
明
確
に
な
り
ま
し
た
。
業

務
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
整
え
る
な
ど
、
1

日
で
も
早
く
建
物
を
整
備
す
る
こ
と

が
で
き
る
よ
う
、
次
に
活
か
し
た
い

と
思
い
ま
す
。

れ
ま
せ
ん
。

：
熊
本
地
震
支
援
の
話
を
聞
い
て

い
た
の
で
、
自
分
も
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

に
加
わ
り
た
い
と
ず
っ
と
考
え
て
お

り
、
使
命
感
に
燃
え
て
現
地
に
向
か

い
ま
し
た
。
壮
絶
な
被
災
地
を
目
の

当
た
り
に
し
た
と
き
は
、
言
葉
に
で

き
な
い
地
震
の
お
ぞ
ま
し
さ
を
感
じ

ま
し
た
。

：
私
も
被
災
地
に
入
る
の
は
初
め

て
で
し
た
。
２
年
前
か
ら
参
加
し
て

い
る
D
A
S
H
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
※
２

机
上
訓
練
や
熊
本
大
学
と
の
共
同
研

究
で
流
れ
は
頭
の
中
に
入
っ
て
い
ま

し
た
。
で
も
、
ど
ん
な
に
予
想
や
想
像

を
し
て
も
、
現
地
で
起
き
て
い
る
こ

と
、
仕
事
の
進
め
方
な
ど
身
を
持
っ

て
経
験
し
な
い
と
分
か
ら
な
い
、
そ

ん
な
苦
労
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
し
た
。

：
東
日
本
大
震
災
の
支
援
に
携

わ
っ
た
人
た
ち
か
ら
、
早
朝
か
ら
打

合
せ
が
始
ま
っ
た
な
ど
施
工
に
関
す

る
細
か
い
苦
労
話
を
聞
い
て
お
り
、事

態
の
大
変
さ
は
理
解
し
て
い
ま
し
た
。

現
地
に
入
る
と
「
あ
あ
、
こ
う
い
う
こ

と
か
」
と
実
感
し
た
反
面
、
聞
い
た
話

：
プ
レ
協
か
ら
応
急
仮
設
住
宅

の
要
請
を
受
け
る
前
に
フ
ロ
ン
ト

ロ
ー
デ
ィ
ン
グ
す
る
こ
と
で
要
請
後

の
動
き
を
短
期
化
で
き
ま
し
た
。
敷

地
調
査
で
G
N
S
S
と
ス
マ
ー
ト
グ

ラ
ス
で
の
チ
ェ
ッ
ク
を
も
と
に
調
査

報
告
書
を
作
成
し
、SharePoint

で

事
務
所
の
待
機
メ
ン
バ
ー
と
タ
イ
ム

リ
ー
に
デ
ー
タ
を
共
有
、
B
I
M
の

応
急
仮
設
住
宅
自
動
配
置
プ
ロ
グ
ラ

ム
を
用
い
て
仮
配
置
図
を
作
成
し
ま

し
た
。
G
N
S
S
の
測
量
結
果
を
も

と
に
し
た
配
置
図
は
修
正
作
業
が
少

な
く
、
要
請
後
の
配
置
図
作
成
の
時

間
も
短
く
な
り
ま
し
た
。

：
着
工
後
の
応
急
仮
設
住
宅
の

検
査
で
Lラ
ク

シ

ー

A
X
S
Y
※
１
を
使
っ
た
の

も
効
果
が
あ
り
ま
し
た
ね
。
以
前
は

指
摘
事
項
で
あ
る
傷
な
ど
を
撮
影
し

た
膨
大
な
枚
数
の
写
真
を
一
枚
ず
つ

E
x
c
e
l
に
貼
り
付
け
る
作
業
を

一
人
で
し
て
い
た
の
が
、
今
回
は
複

数
人
が
同
時
に
検
査
し
な
が
ら
そ
の

場
で
指
摘
事
項
を
入
力
し
帳
票
化
で

き
ま
し
た
。
大
き
な
団
地
だ
と
30
名

ほ
ど
が
集
ま
っ
て
一
気
に
進
め
る
の

で
、
検
査
か
ら
帳
票
化
ま
で
の
労
力

と
時
間
の
両
面
を
削
減
で
き
た
こ
と

は
大
き
な
成
果
で
す
。

：
１
月
7
日
の
朝
5
時
に
金
沢

か
ら
輪
島
と
珠
洲
の
２
班
に
分
か
れ

て
現
地
調
査
に
向
か
い
ま
し
た
。
渋

滞
に
加
え
、
い
た
る
と
こ
ろ
に
亀
裂

や
段
差
も
あ
り
、
周
辺
の
建
物
は
見

る
影
も
な
い
ほ
ど
の
状
態
で
し
た
。

雪
が
降
る
中
で
自
分
た
ち
の
目
だ
け

を
頼
り
に
道
を
探
し
ま
し
た
。

：
よ
う
や
く
輪
島
の
建
設
候
補
地

に
着
く
と
自
衛
隊
が
キ
ャ
ン
プ
を

張
っ
て
い
ま
し
た
ね
。
情
報
が
錯さ
く
そ
う綜

し
て
い
た
の
と
、
平
地
や
開
け
て
い

る
場
所
が
元
々
少
な
い
地
理
的
な
特

徴
も
あ
り
、
そ
の
後
も
候
補
地
が
田

ん
ぼ
だ
っ
た
、
と
い
う
こ
と
も
あ
り

ま
し
た
。

：
私
は
珠
洲
市
の
三
崎
中
学
校
、

み
さ
き
小
学
校
、
多
目
的
広
場
を
調

査
し
ま
し
た
。
建
て
ら
れ
る
か
ど
う

か
よ
り
ま
ず
車
が
入
っ
て
行
け
る
の

か
不
安
で
し
た
ね
。
海
に
面
し
た
み

さ
き
小
学
校
の
校
庭
内
に
小
舟
が
打

ち
上
げ
ら
れ
て
い
た
光
景
は
忘
れ
ら

Q 

能
登
半
島
地
震
で
の

デ
ジ
タ
ル
技
術
の
活
用
と

成
果
を
教
え
て
く
だ
さ
い

Q 

発
災
後
の
現
地
で
の

初
動
を
教
え
て
く
だ
さ
い

Q 

担
当
者
に
任
命
さ
れ
た

と
き
の
気
持
ち
は
？

1 日目 2 日目 3 日目

さん
 

さん

さん DX
令和 6 年能登半島地震

における

の 取 り 組 み

革新的な技術を駆使し、測量や配置図作
成などの設計フローにかかる期間を従来
の１/3 へと大きく短縮させることに尽力
した さん、 さん、 さんに現場
で活用した技術とその成果、現地で得た
気付きなどを伺いました。

※ DX とは、Digital Transformation（デジタルトラ
ンスフォーメーション）の略でデジタル技術の活
用しビジネスモデルの革新を実現すること

大和リースとは、2019 年から BIM を使った応急仮設住宅の配置案を自動作成するプログラムの共同
研究に取り組んできました。ソフト面、ハード面の両方から社会問題にアプローチするためにソリュー
ションを提供していることに、一般的なゼネコンにはない独自性を感じています。特に国内にある未利
用地を有効活用し、まち全体を元気にするような取り組みに期待しています。大和リースが被災地で手
掛ける、迅速な応急仮設住宅の建設は、今後の建設領域の新しい姿になるはずです。また、現在は簡易
的で一時的なイメージのあるプレハブ建築を、利用者の快適性の向上という点からも改善し、工法も見
直すことで〝未来のプレハブ建築〟を追求してほしいです。被災地支援にはいくつかのフェーズがあり
ます。一時的に住む場所ではなく、人々があきらめずに地域に残り、復旧、復興していけるよう、住み続
けたいと思うような住宅づくりに力を発揮してほしいと願っています。

調査に関する業務の効率化と、現地と事務所のタイムリーな業務連携により、要請前業務の日数を大幅に削減

作業 2H 作業 2H

● LAXSY で複数名による検査
と帳票の同時作成を実現。

● スマートグラスの活用により、
現場と事務所が状況をタイム
リーに共有。

● 経験の浅い職員への指導を
実施。

様

まち全体を元気にするような〝未来のプレハブ建築〟に期待しています

設計：要請前業務プロセスの迅速化

従
来

D
X
活
用
時

施工：検査業務の迅速化

熊本大学

※ 1：LAXSY とは、仕上検査をはじめとする検査業務に特化した建設業向け検査業務支援クラウドサービスのこと 
※ 2：DASH プロジェクトとは D ＝ Daiwa House Group（大和ハウスグループ）、A ＝ Action（行動）、S ＝ Speed ＆

Safety（迅速、安全）、H ＝ Heartful（安心）の略称で、大規模災害発生時の応急仮設住宅建設において大和ハウスグルー
プとしての対応（生産・購買・物流体制）が必要なときに始動するプロジェクトのこと

#1/3設計フローにかかる日数
調査準備

移動 現場調査
スマートグラス

GNSS 
測量 移動

チェック

調査準備
配置作成
自動配置

現場中継
確認

報告書
作成

配置修正
自動配置

移動 現地調査 テープ
測量

レベル
測量

報告書
作成 上司説明 仮配置図

作成
プレ協

資料提出

プレ協
資料提出

移動

2H

4H 1H4H1.5H

4H 4H 2H 1H 5H3H

Share Point 活用
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特集 令和６年能登半島地震

1  輪島市農村ふれあい広場横・河原田
公民館奥仮設団地の様子

2  極寒のなか進められた工事（輪島市
農村ふれあい広場）

3  広場の小屋を現場事務所として利用
（指揮を執る さん、

さん）
4  雪解け水でぬかるんだ現場（珠洲市

みさき小学校）
5  完成した農村ふれあい広場仮設団地

の全景

2

4 5

3

施工中の現場から

さん さん

ふれあい工房阿岸グラウンドと農村ふ
れあい広場横・河原田公民館奥の応急
仮設住宅を担当。全現場で協力して完
成を目指す中で、不足する物品や人手
を調整して助けていただきました。改
めて組織の大きさや連携の重要性に気
付くとともに、今後は提供できる立場
になりたいと感じました。

応急仮設住宅の現場管理を担当。資材
管理に苦労しましたが、協力会社様の
職長さんの意見を聞き、独自の現場ルー
ルを取り入れ乗り越えました。実際の
被災地はテレビで見たものとは全然違
い、今までの普通がどれだけ幸せかを
改めて感じる機会になりました。PJ に
携われたことを誇りに思います。

全
国
か
ら
作
業
員
を
総
動
員
し
、

13
の
団
地
で
そ
れ
ぞ
れ
が
力
を
発
揮

7
月
10
日
現
在
、
当
社
が
担
当
し

完
成
し
た
13
の
団
地
に
関
わ
っ
た
作

業
員
は
延
べ
3
9,
7
6
9
名
。
１

団
地
で
の
1
日
あ
た
り
の
最
大
作
業

員
数
は
2
4
6
名
、
携
わ
っ
た
当
社

従
業
員
は
34
名
で
す
。
週
末
に
な
る

と
全
国
の
事
業
所
の
工
事
責
任
者
の

方
々
が
リ
リ
ー
フ
※
要
員
と
し
て
駆

け
つ
け
て
く
れ
ま
し
た
。

急
を
要
す
る
応
急
仮
設
住
宅
で
あ

る
た
め
、
職
人
さ
ん
に
は
１
棟
ず
つ

で
は
な
く
複
数
の
棟
を
同
時
に
並
行

し
て
対
応
し
て
い
た
だ
く
必
要
が
あ

り
ま
し
た
。
そ
の
た
め
現
場
件
数
が

最
も
多
か
っ
た
２
月
、
3
月
は
各
地

の
工
事
統
括
部
長
の
協
力
を
得
て
全

国
の
協
力
会
社
様
に
も
駆
け
つ
け
て

い
た
だ
き
、
取
引
を
し
て
い
な
い
会

社
に
も
声
を
掛
け
ま
し
た
。

資
材
調
達
で
は
購
買
部
門
が
大
和

ハ
ウ
ス
グ
ル
ー
プ
と
連
携
。
大
和
物

流
に
は
富
山
県
内
の
倉
庫
の
利
用
、

デ
ザ
イ
ン
ア
ー
ク
に
は
団
地
の
看
板

の
ほ
か
、
カ
ー
テ
ン
や
手
す
り
の
施

工
協
力
、
大
和
エ
ネ
ル
ギ
ー
か
ら
は

照
明
器
具
や
衛
生
器
具
、
換
気
機
器

を
納
品
し
て
い
た
だ
く
な
ど
手
を
尽

く
し
ま
し
た
。

水
が
出
な
い
、
資
材
が
な
い
、
人
手

が
足
り
な
い
と
い
う
、
音
を
上
げ
た

さん さん

1

く
な
る
よ
う
な
現
場
で
も
、
多
く
の

被
災
者
の
方
々
が
入
居
を
心
待
ち
に

さ
れ
て
い
ま
す
。
協
力
会
社
様
も
当

社
の
若
手
も
、
誰
も
が
最
大
限
、
自
分

に
で
き
る
こ
と
を
や
り
き
る
と
い
う

姿
勢
で
臨
み
、
誰
一
人
と
し
て
あ
き

ら
め
る
よ
う
な
発
言
を
す
る
人
は
い

ま
せ
ん
で
し
た
。
い
く
つ
も
の
困
難

な
現
場
を
乗
り
越
え
て
こ
ら
れ
た
の

は
「
震
災
支
援
は
、
当
社
の
使
命
」
と

い
う
共
通
の
思
い
を
抱
い
て
い
た
か

ら
に
ほ
か
な
り
ま
せ
ん
。

資材調達や在庫管理のほか、現場所長と
して穴水町の団地を担当。集まる情報に
対し「自分ならこの資材が今一番必要だ
と思う」と自分事として考え業務にあた
りました。PJ 工事課の女性は私一人でし
たが、男女の隔てなく戦力として配属い
ただき、多くの方から支援いただいたこ
とに感謝しています。

輪島市シンザン跡地と能登町松波港町
用地の現場管理を担当。鉄骨建方の際に、
搬入動線の調整やレッカーの配置場所、
一日に 10 台を超える搬入車両の荷捌き
や 20 の協力会社様の作業動線などの調
整に苦労しました。全国の協力会社様に
早急に応援に来ていただき、改めて横の
つながりの強さを実感しました。

みさき小学校は能登半島の最北部。現場
まで片道約 6 時間かかり体力の限界ま
で追い込まれました。ジャンボタクシー
を手配いただき、通勤時間内に仮眠を
取ったものの、過酷な日々が続きまし
た。メンバーで声を掛け合い、ワンチー
ムで明るく楽しい現場環境をつくるこ
とで工期内に完成できました。

職人さんには海外の方も多く、現場の
ルールがなかなか浸透せず苦労しまし
た。辛抱強く繰り返し働きかけ徐々に
意識の変化が見られました。地域も国
籍も違う方たちと意識を統一して目標
を達成することに意義を感じるととも
に、災害復興は多くの協力と一体感が
なければ成しえないと強く感じました。

健康ふれあい広場、松波港町用地、見附
ドームの現場を管理。資材手配が少しで
も遅れると工程に影響が出るため、搬
入計画の見直しを行い進めました。入
居予定者さんから「やっと抽選に当たっ
た、建ててくれて本当にありがとう」と
いう言葉をいただき、社会に役立つ仕
事だと再認識できました。

工事メンバー

さん

さん

さん さんさん

#39769
工事

作業員延べ人数
※ 2024 年 7 月 10 日現在

※ リリーフとは、応急仮設住宅建設に携わる現場担当者の休日確保と施工に関する助言を
目的に全国の工事責任者が週末に交代で現場のサポートを行う当社独自の仕組みのこと1 4 1 3あゆみ 2024 Aug. vol .89 あゆみ 2024 Aug. vol .89



特集 令和６年能登半島地震

#31800#23
購買 デポ・工場

　

さん

さん

さん

さん

様

様

栃木二宮デポで門前グラウンドゴルフ場団地用
の部材の整備、生産、出荷を担当。279 戸の部材
を手配する中で初動の大切さを感じました。柱
1,500 本、梁 350 本を早急に整備し、集積、出
荷するとともに在庫の尽きた H 鋼基礎を、どの
工場で、どの種類を何本生産するか把握し部材
確保に努めました。

資材調達とデリバリー（富山物流センターでの荷
受け、在庫管理、配車・出荷）を担当。資材出荷の
中間拠点となった富山県高岡市の物流センター
での業務は、通常とは全く異なる業務内容だった
ため、携わったメンバーがそれぞれの役割を果た
し相互にフォローすることで乗り切りました。

さんさん

1  珠洲市多目的広場の現場朝礼の様子
2  全国の工事責任者が土日にリリーフ

として現場を支援
3  応急仮設住宅の内装工事の様子
4  最初の現場から携わってくださって

いる甲斐田工業職長の 様

1

4

2

3

協力会社 リリーフ

協力会社 リリーフ

多忙な中でも
先を見据える

グループが連携し
最大効果を発揮

1 月 4 日には、被害状況から想定した応急仮設住宅
400 世帯分の必要部材明細を作成し、全国のデポの在
庫状況や整備能力から出荷の割振りを決定。新規生産
が必要な部材も抽出し、割振りを行いました。サプラ
イヤー様からの供給が滞ったり、停止してしまった部
材については、現場との工程調整や、代替品の検討を
即時に進め、7 月 12 日までの集計では、18 団地 1,191
世帯、31,800㎡分の部材を出荷しました。備蓄の必要
な部材の抽出と量の再考、寒冷地での仕様の検討、適
切な輸送の確保と中継拠点の活用方法など改善点が
浮き彫りになりました。

発災直後、まず行ったことは購買先の被害状況と被災
地へのアクセスルートの確認です。海上ルートは活用
可能な港がなく、陸路に限定されました。そのような
状況下で大和物流の協力のもと富山物流センターに
資材を集約することで物流面の課題を乗り越えまし
た。平常時の平均トラック出荷台数 10 台に対し災害
支援ピーク時は 23 台と、物量の多さを実感しました。
購買部は昨年度よりグループ協働購買のため大和ハ
ウス工業の一員として業務を開始しています。同じ応
急仮設住宅を建設する仲間として、終始一丸となって
連携し対応することができました。

さんさん

ピーク時の 1 日のトラック出荷台数 応急仮設住宅の総面積（㎡）

田中統括部長を中心に週 1 回、PJ 室と施
工推進部、各地区の工事統括部長で会議
し、工事担当者の配置と協力会社様の手
配を行いました。当社は有事が発生した
際に先陣を担う企業です。PJ に携わった
従業員には、今回の経験と使命感をつな
いでいってほしいと思います。

基礎工事・土木工事全般を担当。地割れや
降雪の中の長時間通勤はとても苦労しま
したが、応急仮設住宅の完成を待つ方々
のために気合で乗り越えました。各地か
ら応援に来ている協力会社との連携や共
同作業を通して、再度 ONETEAM で取り
組む大切さを学びました。

消耗資材の調達に支障がありましたが、
協力会社様に宿泊先宛てに発送していた
だいたり、運送会社の配送ルートの復旧
状況を調べてもらい、復旧の状況に合わ
せて現地への納入方法を変えるなどの工
夫で、無事に資材調達ができました。多
くの方の応援が非常に頼もしかったです。

竣工までに、次に何をすべきか、何を調整
しておかないと間に合わなくなるか、同
行の工事責任者と協議して、可能な限り
のアドバイスと場内の整備を行いました。
工事担当者の適正な配置が難しく、負荷が
大きくなる中での責任者リリーフの採用
は、適宜軌道修正につながったと思います。

プレハブ建方指導、鍛冶工、場内整備など
を担当。建方指導では、職種が違う方々に
言葉だけでなく実践して伝えました。ま
た工事中は、被災者や近隣の方々へ気配
りを大切にしました。建方従事者の減少
が危惧される中、部材の種類を減らすな
ど効率の良い建方への改善が必要だと感
じています。

門前グラウンドゴルフ場では、協力会社
様の支援が非常に大きかったと感じます。
職人さんから「次、何する」「どこを手伝
えばいい」と自分たちに関係のないとこ
ろまで協力や指導をしていただきました。
能登の復興はこれからです。小さなこと
でも支援につながる行動を意識してほし
いと思います。

北海道東北地区の
統括部長として支援

土日の工事責任者
リリーフとして支援

工事メンバー

農村ふれあい広場の物置小屋をお借りし
た現場事務所は、冬はすき間風が吹き込
み、6 月には虫が大量発生。それでも 2
団 地 を 建 て た
最 前 線 基 地 は
工 事 担 当 者 に
と っ て 必 要 不
可 欠 な 拠 点 で
した。

住んでないけど、住めば都!?

取材こぼれ話

1 6 1 5あゆみ 2024 Aug. vol .89 あゆみ 2024 Aug. vol .89



特集 令和６年能登半島地震

河井小学校の仮設校舎では、被害の大き
い小学校 3 校を含む、計 6 校の小学校を
集約し授業を行うそうです。被災後にバ
ラバラになった子
どもたちが再会し、
笑顔あふれる学校
生活が送れるよう
に安心安全な校舎
の建設が進んでい
ます。

子どもたちの笑顔のために

取材こぼれ話

1  たくさんの子どもたちが完成を待ち望む仮設校舎
2  輪島市立河井小学校で進む仮設校舎の建設
3  震災の爪痕が残る校舎
4  子どもたちが安全に生活できるよう教室の床面を

丁寧に施工
5  さまざまな設備を要する給食調理室は配管や配線

が多い
6  全国から応援に来ている自治体職員用の輪島市仮

設庁舎
7  仮設校舎や仮設庁舎の周辺エリアの状況（6 月21

日撮影）

2 3

4

6

7

5

1

学
校
、
商
店
、
宿
舎
の
建
設
に
特
化

金
沢
支
店
は
県
内
の
被
災
し
た
学

校
の
仮
設
校
舎
や
仮
設
店
舗
、
そ
し

て
全
国
か
ら
応
援
に
駆
け
つ
け
て
い

る
自
治
体
の
方
の
た
め
の
宿
舎
・
庁

舎
の
建
設
を
担
当
。
仮
設
建
物
の
延

べ
床
面
積
合
計
は
1
3,
2
5
8
㎡

で
す
。
被
災
者
の
方
々
の
応
急
仮
設

住
宅
を
担
当
す
る
能
登
震
災
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
室
と
、
そ
の
ほ
か
の
支
援

を
担
当
す
る
金
沢
支
店
の
二
つ
の
体

制
で
挑
ん
だ
の
は
、
大
規
模
な
災
害

で
は
発
災
か
ら
２
ヶ
月
以
内
の
建
設

依
頼
や
相
談
が
最
も
多
い
と
い
う
過

去
の
デ
ー
タ
に
基
づ
い
た
社
長
の
判

断
で
す
。

発
災
後
、
金
沢
支
店
は
1
月
5
日

か
ら
営
業
メ
ン
バ
ー
全
員
で
被
災
し

た
す
べ
て
の
自
治
体
を
訪
問
。
多
く

の
自
治
体
や
商
店
の
困
り
ご
と
、
ご

要
望
を
一
件
ず
つ
伺
い
、
当
社
が
で

き
る
こ
と
を
具
体
的
に
提
案
し
て
い

き
ま
し
た
。
当
社
が
広
範
な
支
援
を

充
実
さ
せ
ら
れ
た
の
は
、
こ
の
二
つ

さん

の
体
制
を
築
い
た
こ
と
に
よ
る
成
果

と
い
え
ま
す
。

産
業
規
模
が
小
さ
い
石
川
県
で
は

今
後
、
震
災
の
影
響
に
よ
り
通
常
の

案
件
が
発
生
し
に
く
く
な
る
こ
と
が

予
想
さ
れ
ま
す
。
そ
こ
で
現
在
は
学

校
や
商
店
の
仮
設
建
築
工
事
と
並
行

し
て
、
復
興
支
援
を
見
据
え
た
地
域

と
の
関
係
性
の
構
築
に
も
重
点
を

置
い
て
い
ま
す
。
ま
ず
は
地
域
の
状

況
や
要
望
の
熟
知
に
努
め
、
多
く
の

方
々
が
住
み
続
け
た
い
と
思
う
ま
ち

づ
く
り
の
強
力
な
パ
ー
ト
ナ
ー
と
し

て
今
後
10
年
、
20
年
と
地
域
を
支
え

る
こ
と
が
金
沢
支
店
の
使
命
だ
と
考

え
て
い
ま
す
。

さんさん

さんさん

応急仮設住宅（震災 PJ）以外の災害対応
チームの責任者と自治体営業担当を兼任。
分野ごとの各リーダーの指示のもと自由
に意見ができる組織づくりを意識しまし
た。日々、連帯感と達成感を感じながらも、
たくさん悩みましたが、悩んだ分だけ前
へ進むことを忘れなかったことが成長に
つながりました。

とぎ第 2 団地の建設現場を担当。昨年 5
月の「令和 5 年奥能登地震」でも応急仮設
住宅建設に従事しましたが、震災の怖さ
や悲惨さには慣れません。今回は役割分
担や窓口の明確化が迅速な対応につなが
ること、協力会社様を含め多くの方のチー
ムワークが大切だということを特に実感
しました。

小学校や体育館、庁舎、職員宿舎といっ
た官公庁の仮設物件の意匠設計を担当。
建設地決定から着工まで短期間で進む仮
設物件に加え、震災以前の物件にも対応
するなどスケジュール調整に苦労しまし
たが「決められた期日を守ること」を信
念に一つひとつの物件に真摯に取り組み
ました。

派遣当初は震災 PJ 補助として石川県との
交渉を担当。想定以上の費用に対し、みん
なで議論し、時間と労力をかけ丁寧に根
拠を説明した結果、信頼関係を築くこと
ができました。自分都合ではなく、地域の
状況や相手の事情を考え動くことは、日々
の営業活動においても大切だと改めて感
じました。

金沢支店メンバー

#13258
金沢支店

仮設建物の延べ床面積合計（㎡）
※ 2024 年 7 月 1 日現在
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：
特
に
価
格
に
関
す
る
要
望
に

応
え
る
の
が
厳
し
か
っ
た
で
す
ね
。

資
材
の
高
騰
に
加
え
、
道
路
状
況
が

悪
く
現
地
に
宿
泊
場
所
が
な
い
こ

と
で
作
業
者
の
労
務
費
も
大
き
く

の
し
か
か
っ
て
い
た
か
ら
で
す
。
基

準
と
な
る
最
初
の
30
戸
を
寺
田
支
店

長
に
助
け
て
い
た
だ
い
た
こ
と
が
、

そ
の
後
さ
ま
ざ
ま
な
場
面
で
生
か
さ

れ
ま
し
た
。「
俺
は
絶
対
に
見
捨
て
な

い
。
絶
対
に
最
後
ま
で
一
緒
に
や
っ

て
い
く
」
と

支
店
長
に
何
度
も

言
っ
て
い
た
だ
き
本
当
に
心
強
か
っ

た
で
す
。

：
あ
れ
は
私
自
身
が
逃
げ
ら
れ

な
い
よ
う
に
し
た
ん
で
す
。
と
に
か

く
最
初
の
30
戸
の
値
決
め
を
す
る
ま

で
は
一
緒
に
や
り
切
る
覚
悟
で
し
た
。

最
初
に
対
応
し
た
現
場
の
特
徴
が
、

価
格
の
基
準
を
設
定
す
る
上
で
最
適

な
場
所
だ
っ
た
こ
と
は
、
苦
労
が
多

い
中
で
運
が
味
方
を
し
て
く
れ
た
よ

う
に
感
じ
ま
す
。

：
睡
眠
の
大
切
さ
も
感
じ
ま
し

た
よ
ね
。
会
議
の
と
き
、
事
務
所
に

残
っ
た
5
名
み
ん
な
が
睡
眠
不
足
の

あ
ま
り
思
考
停
止
に
な
っ
て
簡
単
に

決
め
ら
れ
る
こ
と
も
決
め
ら
れ
な
く

な
っ
て
い
ま
し
た
か
ら
。

震災プロジェクトで
私たちが経験し、学んだこと

初
め
て
の
災
害
支
援
で
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
リ
ー
ダ
ー
を
務
め
た

さ
ん
と
、

ノ
ウ
ハ
ウ
や
メ
ン
タ
ル
面
で

さ

ん
の
心
強
い
支
え
と
な
っ
た

さ
ん
に
、
苦
労
や
学
び
を

語
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

：
ス
ピ
ー
ド
が
命
と
い
う
言
葉

が
あ
り
ま
す
が
、
想
像
を
遥
か
に
上

回
る
ス
ピ
ー
ド
で
多
方
面
か
ら
押
し

寄
せ
る
問
題
と
課
題
に
対
応
し
ま
し

た
。
部
門
や
役
割
に
関
係
な
く
皆
で

一
致
団
結
し
、
県
や
プ
レ
協
に
要
請

さ
れ
る
コ
ス
ト
や
条
件
に
迅
速
に
対

応
し
な
が
ら
、
起
こ
り
得
る
さ
ま
ざ

ま
な
問
題
を
共
有
し
、
ど
う
ク
リ
ア

す
る
か
を
考
え
て
取
り
組
ん
で
い
き

ま
し
た
。

：
昨
年
も
能
登
で
地
震
が
あ

り
応
急
仮
設
住
宅
の
建
設
に
携

わ
っ
た
の
で
、
そ
の
直
近
の
経
験
と

D
A
S
H
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
机
上

訓
練
で
得
た
学
び
か
ら
、
基
本
的
な

流
れ
は
理
解
し
て
い
ま
し
た
。
し
か

し
、
そ
れ
だ
け
で
は
対
応
で
き
な
い

と
と
こ
と
ん
思
い
知
り
ま
し
た
。
例

え
ば
最
速
で
進
め
な
け
れ
ば
い
け
な

い
、
作
業
員
の
た
め
の
宿
泊
施
設
と

現
場
を
行
き
来
す
る
た
め
の
レ
ン
タ

カ
ー
の
確
保
は
、
旅
行
会
社
の
協
力

と
本
社
の
力
添
え
が
あ
っ
て
も
ま
だ

ま
だ
足
り
な
い
と
い
う
状
況
で
し

た
。
瞬
時
に
判
断
し
て
対
応

す
べ
き
こ
と
が
、
後
手
に

な
っ
て
し
ま
う
こ
と
も
あ

り
ま
し
た
。

：
失
敗
が
許
さ
れ
な
い
大
き
な

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
し
た
。特
に
1
月
、

2
月
は
、
怒
涛
の
日
々
が
続
き
、
あ

ら
ゆ
る
方
面
か
ら
さ
ま
ざ
ま
な
問
題

が
解
決
す
る
よ
り
も
速
い
ス
ピ
ー
ド

で
降
り
注
い
で
く
る
の
で
、
眠
れ
な

い
日
々
が
続
き
ま
し
た
。
特
に
最
初

の
値
決
め
は
、
体
力
も
精
神
力
も
削

り
取
ら
れ
ま
し
た
。

：
最
初
の
値
決
め
は
そ
の
後
の

す
べ
て
の
基
準
に
な
る
の
で
非
常
に

重
要
で
す
。
い
ろ
い
ろ
な
情
報
を
整

理
し
、
私
た
ち
が
対
応
す
る
戸
数
は

1,
0
0
0
戸
に
な
る
と
予
測
し
て

い
ま
し
た
。

さん

：

室
長
も
最
も
過
酷
だ
っ

た
こ
ろ
に
、
意
識
が
も
う
ろ
う
と
し

て
何
を
言
っ
て
い
る
の
か
よ
く
分
か

ら
な
い
と
き
が
あ
り
ま
し
た
よ（
笑
）。

も
東
日
本
大
震
災
の
災
害
支

援
で
陣
頭
指
揮
を
取
ら
れ
て
い
た
当

時
は
心
労
で
眠
れ
な
か
っ
た
と
話
さ

れ
て
い
ま
し
た
し
、
窓
口
を
務
め
ら

れ
た
石
川
県
の

様
も
週
に
1
日

は
し
っ
か
り
寝
る
日
を
決
め
て
お
く

べ
き
だ
と
感
じ
た
そ
う
で
す
。

：
プ
レ
ハ
ブ
専
門
の
作
業
員
は

年
々
減
少
し
て
い
る
と
伺
い
ま
し
た
。

1,
0
0
0
戸
の
対
応
で
も
厳
し
い

状
況
だ
っ
た
の
で
、
こ
れ
が
東
日
本

大
震
災
の
と
き
の
よ
う
な
規
模
に
な

る
と
工
事
監
督
や
作
業
員
の
負
担
は

計
り
知
れ
ま
せ
ん
。

：
東
日
本
大
震
災
で
は
大
和
ハ

ウ
ス
グ
ル
ー
プ
で
1
1,
0
5
1
戸

を
建
設
し
ま
し
た
。
ど
う
や
っ
て
成

し
得
た
の
か
、
今
回
の
経
験
を
踏
ま

え
て
も
想
像
が
つ
き
ま
せ
ん
。

会
長
が
言
及
さ
れ
て
い
た
よ
う
に
、

ム
ー
ビ
ン
グ
ハ
ウ
ス
を
持
つ

対談 金沢支店長 能登震災プロジェクト室長

使命を受け継ぎ、
事業を進化させていく

な
ど
レ
パ
ー
ト
リ
ー
を
備
え
る
こ
と

は
、
従
来
の
組
立
型
の
プ
レ
ハ
ブ
を

つ
く
る
た
め
の
時
間
を
稼
ぐ
こ
と
に

つ
な
が
る
ん
じ
ゃ
な
い
で
し
ょ
う
か
。

：
作
業
員
の
方
々
に
応
急
仮
設

住
宅
の
基
礎
知
識
に
触
れ
て
い
た
だ

く
機
会
を
設
け
る
べ
き
だ
と
思
い
ま

す
。
今
回
、
大
和
ハ
ウ
ス
工
業
で
は
、

普
段
プ
レ
ハ
ブ
の
仕
事
を
し
て
い
な

い
建
方
作
業
員
さ
ん
が
１
つ
目
の
現

場
で
学
び
、２
つ
目
以
降
は
そ
の
チ
ー

ム
で
建
て
ら
れ
る
技
術
を
習
得

さ
れ
て
い
ま
し
た
。

：
そ
う
で
す
ね
。
プ

レ
ハ
ブ
専
門
の
人
を
2
倍

に
増
や
し
て
備
え
る
こ
と
は

現
実
的
で
は
な
い
の
で
、重
量
鉄
骨
を

扱
っ
て
い
る
建
方
さ
ん
に
大
規
模
災

害
時
に
は
応
援
に
駆
け
つ
け
て
い
た

だ
け
る
仕
組
み
も
必
要
で
す
よ
ね
。

：
毎
日
の
朝
礼
後
の
ミ
ー

テ
ィ
ン
グ
が
、
課
題
抽
出
の
場

と
な
っ
た
こ
と
で
す
。 

工
事
・

設
計
・
設
備
・
コ
ス
ト
・
管
理
・

営
業
の
リ
ー
ダ
ー
で
昨
日
の
出
来
事

や
課
題
を
共
有
し
意
見
を
出
し
合
い

ま
し
た
。
誰
か
の
責
任
に
せ
ず
、 

全
員

が
同
じ
方
向
を
向
い
て
問
題
・
課
題

に
取
り
組
ん
だ
日
々
は
、
な
か
な
か

得
ら
れ
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

：
一
丸
と
な
っ
て
や
り
抜
く
雰

囲
気
と
そ
の
仕
組
み
が
築
け
た
こ
と
、

各
地
か
ら
応
援
に
駆
け
つ
け
て
く
れ

た
人
た
ち
の
力
を
得
ら
れ
た
こ
と
は

本
当
に
大
き
な
経
験
で
し
た
。
個
人

的
に
は
一
生
忘
れ
ら
れ
な
い
、
人
生

に
残
る
仕
事
に
な
り
ま
し
た
。

さんさんさんさん

Q 

大
規
模
災
害
の
支
援
に

携
わ
っ
た
実
感
を

教
え
て
く
だ
さ
い
。

Q 

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
苦
労
と

得
ら
れ
た
学
び
を
教
え
て

く
だ
さ
い
。

Q 

半
年
間
を
振
り
返
っ
て

最
も
印
象
に
残
っ
て
い
る

こ
と
は
何
で
す
か
？

Q 

今
回
気
付
い
た

大
規
模
災
害
の
対
応
に

お
け
る
課
題
は
何
で
す
か
？

「高き住居は児孫の和楽
想
おも

へ惨禍の大津波
此処より下に家を建てるな
生存僅かに前に二人後に四人のみ」

これは岩手県宮古市姉吉地区にある災害の石

碑に刻まれた文字です。こういった「自然災害伝

承碑」は地震・津波・洪水・噴火などの大規模な

自然災害の教訓を後世に残すためにつくられて

おり、全国に 2,100 基以上あるといわれています。

伝承碑の多くは災害にあった人たちが将来、この

地に住むであろう子孫のために、防災意識を高め、

教訓を減災に活かすようにとの願いが込められ

ています。

この度の能登半島地震で応急仮設住宅建設に

従事していただいた従業員・協力会社の方々、ま

た、留守の事業所で頑張っていただいた方々に心

より感謝します。今回は半島型の災害であり移動

手段などこれまでの災害対応と異なることが多

くありました。今後予想される災害に向け新たな

準備の必要性を痛感しました。

大和リースは災害があった後に応急仮設住宅

を建てる会社から、緊急・応急・復旧・復興のそ

れぞれのステージで社会の役に立つ会社になっ

ていきたいと思います。事業としての「自然災害

伝承碑」です。

災害に遭われた方の一日も早い復興を祈念い

たします。

2 0 1 9あゆみ 2024 Aug. vol .89 あゆみ 2024 Aug. vol .89


	あゆみ89_P03-20s - コピー_墨消し済み1
	あゆみ89_P03-20s - コピー_墨消し済み



